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論文内容の要旨
有機EL素チは， フラットパネルテ.イ スプレイと して期待され， その材料，構造などの研究が行われてい
る。この有機EL素子を構成する材料として正孔輸送材料，電子輸送材料，発光材料があり，これらの安定
で高機能な材料を合成することは有機EL素子の実用化において竜要な要素となる。本論文においてこれら
の新規材料を合成し その材料を用いた台機EL素子の特性に関する研究を行った。その結果を全6章にま
とめた。
第 1章では，赤発光材料としてシャープなスペクトルを有するEu錯体を合成し，ホスト材料からのエネ
ルギー移動効率を溶液'11で測定した。Eu錯体の配位チであるβジケトンの構造の違いにより，効率が大き
く改善されることを明らかにした。
第 2主主では.合成したEu錯休の吸収波長， ::1重項準位および熱物性を測定したの発光材料として重要な
要素である蛍光量子収率の高い材料を開発しその分チ設計指針を示した。 また.第二配位子の違いによ
りEu錯体の熱安定性およひ真空蒸着における昇華性が変化することを見出し より安定なEu錯体を合成し
fこ。
第 3 草ーでは，新規に合成したEu錯体を用~\有機BL素子を作製し， su錯体からの赤発光が得られるこ と
を錐認した。また，作製した素子の構造と物性について述べた3 ホスト材料として高発光材料を用いた素
子において.エネルギー移動が起こっていることを確認し Eu錯体の構造の違いによる素了特性の変化を
剥べ，素子特性にはEu錯体の発光時の安定性が大きく影響を及ぼすことを明らかにした。 また. 3重項エ
ネルギーを利用した高効率EL素子についても検討し.3重項-3重項エネルギー移動しているEL発光が行
られた。
第 4章では，高い|耐熱性を白.する電チ輸送材料を合成し，
光する熱安定性のある素了・となることを見出した。
般ーの電子輸送材料と比較して， 高効率に発
第5章では，耐熱件のあるポリマーとしてポリイ ミドをiF孔輸送材料として刷い.合成したポリイミ ド
が有機EL素手の正孔輸送材料と して機能することを見出したc 芳香族の共役系の違いによりポリマー膜の
製膜性および正孔移動度が見なり.それらが素子特性に大きく 影響を及ぼすことを明らかにしたの
第 6章では，本研究をまとめ.新規に合成したEu銘体を用いた有機EL素子は，品.効率発光の有機IiL素子
として期待できるこ と，また，合成した電イ輸送材料，汗.孔輸送材料を用いた素子は.熱安定性のある有
機EL長子として期待できることを示した。
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論文審査の結果の要旨
有機EL素子は， フラットパネルディスプレイとして期待され，その材料，構造などの研究が行われてい
る。この有機EL素子を構成する材料として正孔輸送材料，電チ輸送材料，発光材料があり.これらの安定
で高機能な材料を合成することは有機EL素子の実用化において重要な要素となる。本論文は，これらの新
規材料を合成しその材料を用いることで有機EL素子の特性の改良を試みたものである。
本論文は，まず，赤発光材料として新規なEu錯体を合成しており， Eu錯体の配位子で、ある月ジケトンの
構造の違いにより，効率が大きく改善されることを明らかにしそれらを用いた素子の特性には， Bu錯体
の発光時の安定性が大きく影響を及ぼすことを明らかにしている。また.安定に発光するための材料の分
子設計についても明らかにしている。
次に，高い耐熱性を有する電子輸送材料を合成し，一般の電子輸送材料と比較して.高効率に発光する
熱安定性のある素子となることを明らかにしている。
さらに，耐熱性のあるポリマ一としてポリイミドをF
有機E乱L:素素子の正孔輸送材料として機能することを見出している。お:香族の共役系の違いによりポリマー膜
の製膜性および正孔移動度が異なり，それらが素子特性に大きく影響を及ぼすことを明らかにしている。
以上のように，本論文は，新規にEu錯体，電子輸送材料，正孔輸送材料を合成しそれらを用いた有機
EL素子を開発し高効半発光の有機EL素子の分子設計に閲して新しい知見を見出しており.材料工学.な
らびに電気工学の発展に寄与するところ大である。よって木論文の著者は博士(工学〉の学位を受ける資
格を有するものと認める。
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